【市場調査業】
調査実務職種（実査職務）

	項目
	内容

	役割
	企画された仕様に基づきデータ・情報の収集を行う。期間・費用との兼ね合いのうえで、可能な限り信頼性の高いデータを得ることを追求する。

	仕事の内容
	定量調査管理：実査の進捗を管理する。調査員の適切な管理が主たる業務となる。

定量調査実査：調査員として対象者に直に接し、正確なデータ収集を行う。

定性調査管理：実査の進捗を管理する。調査対象のリクルートが主たる業務となる。

定性調査実査：対象者にインタビューを行い、必要な情報の収集を行う。

	キャリア形成例
	レベル1～2においてはクライアントサービスまたは集計・解析との異動が多く行われる。入社後に実査で調査の現場を体験したのち、クライアントサービスに異動するキャリアが一般的となっている場合がある。

[image: image1.wmf]レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

実査

スタッフ

実査

シニア・スタッフ

実査

マネージャー

実査

ディレクター

アカウントマネジメント

プロジェクトマネジメント

実査

スペシャリスト

実査

シニア・スペシャリスト

集計・解析



	求められる知識・能力
	○特別な資格は必要ない。

○基本的な知識として、マーケティング・リサーチ全般及び統計に関する知識が必要。

○結果の信頼性を高めるために、常に正確な業務を行う冷静さが必要。

○調査手法に関する知識（コスト・期間・精度）に関する知識が必要。

○業務遂行において、社内の担当者及び調査対象者とコミュニケーションをとる機会が多いため、コミュニケーション能力が必要。

	関連資格・検定
	○統計士（財団法人実務教育研究所）
○社会調査士（社会調査士資格認定機構）

	労働省職業分類（小分類）との対応
	○252-20　調査事務員
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